
麻生グループ、東都水産＜8038＞にTOB、3分の1超の取得を目指すが
連結子会社化も想定

東都水産は9日、九州を本拠にセメントや建築・土木、医療関連など広範な事業を手がける麻生（福岡
県飯塚市）が同社に対してTOB（株式公開買い付け）を実施すると発表した。麻生は3分の1超の株式
取得を目指す。買付予定数の上限は設けておらず、50％超を取得し、連結子会社化することも想定して
いる。ただ、東都水産の東証1部上場は維持される見通し。麻生グループは「食」という新たな事業領
域への展開に弾みをつける。

東都水産は1935年の築地市場開設とともに創設された東京魚市場を前身とする。現在、豊洲市場にお
ける水産物取扱高で19％のシェアを持ち、同市場内卸売業者7社中2位の大手。主力の水産物卸売をは
じめ、冷蔵倉庫、不動産を経営の3本柱とする。今回のTOBには賛同している。

買付主体は麻生が全額出資で設立したASTSホールディングス（東京都千代田区）。東都水産株の買付
価格は1株4550円で、TOB公表の前営業日の終値4045円に12.48％のプレミアムを加えた。買付予定
数は397万9580株で、下限は所有割合33.4％にあたる132万9180株。買付代金は最大約181億円。

買付期間は11月10日～12月22日。決済の開始日は12月29日。公開買付代理人は三菱UFJモルガン・ス
タンレー証券とauカブコム証券。

TOBへの結果次第では上場廃止基準に抵触する可能性があるが、この場合は上場廃止までの猶予期間と
して定められている1年以内に立会外分売や売り出しなどの上場維持の方策を両社で検討するとしてい
る。


